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特集公共下水道で快適生活を

P5中心市街地活性化の取り組み状況

P62月19日「図書館」再オープン

P8市・県民税の申告など

お父さんと餅つき

お父さんにも子育てを楽しんで
もらおうと1月6日、子育て交流

広場「ちっくたっく」で力餅会が

行われました。参加した15組の親

子は、協力しながら餅をついたり
丸くこねたりしていました。

広報紙の概要（携帯版）

http://www.city.ono.fukui.jp/mb/m-index.html
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下水道
快
適
な
生
活
環
境
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

整
備
計
画
を
見
直
し

市
で
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
実

施
。
そ
の
概
要
と
現
在
の
整
備
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

公共下水道全体計画の概要

項目 既計画 見直し後

計画目標年次 平成34年 平成37年

計画区域 829ｈａ899ｈａ

計画人口 2万6000人 2万4400人

計画汚水量 1万6725立方ｍ／日 1万5207立方ｍ／日

処理場処理水量 1万8000立方ｍ／日 1万5200立方ｍ／日

概算事業費 319億7500万円 316億2000万円

経

費

管きょ 227億6500万円 233億3000万円

混焼施設 1億3400万円 1億3200万円

処理場 90億7600万円 81億5800万円

財

源

内

訳

国費 106億3700万円 116億1000万円

県費 1億8300万円 1億7500万円

地方債含

む市費等
187億2600万円 172億200万円

受益者

負担金
24億2900万円 26億3300万円

役
割
し
っ
か
り
理
解
を

私
た
ち
は
、
炊
事
や
洗
濯
な
ど

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
た
く
さ
ん

の
水
を
使
い
、
そ
し
て
汚
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
汚
水
を
集
め
て

処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自

然
界
に
も
ど
す
役
割
を
す
る
の
が

下
水
道
で
す
。
下
水
道
の
役
割
と

し
て
、
「
公
共
用
水
域
の
保
全
」

と
「
生
活
環
境
の
改
善
」
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
公
共
用
水
域
の
保
全

と
は
、
汚
れ
た
水
が
側
溝
や
川
に

流
れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
川

な
ど
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
、
生
活
環
境
の
改
善
と
し

て
は
ト
イ
レ
を
水
洗
化
で
き
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

計
画
区
域
の
拡
大
な
ど

公
共
下
水
道
の
整
備
は
平
成
八

年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
踏
ま
え
て
計
画
区
域
周
辺

の
状
況
変
化
に
対
応
し
た
整
備
区

域
と
す
る
た
め
、
「
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想
（
※
）
」
や

「
基
本
計

画
」
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
変
更
し
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
全
体
計
画
区
域
の
拡
大

　

清
滝
川
か
ら
東
部
の
区
域
を
新
た
に

大野市下水処理センター計画平面図

工事完了施設

工事予定

全体計画

（※）汚水処理施設整備構想とは、汚水処理を計画的、効率的に実施してい

くため、市内の汚水処理の整備手法を定めるものです。具体的には地理的条件や集落

の形成状況などにより公共下水道や農業集落排水などの集合処理方式で行う区域ある

いは合併処理浄化槽による個別処理方式で行う区域をエリアマップで定めています。

整備構想で定める区域において、公共下水道の整備の目標年次や年次別整備計画な

どを定めているのが基本計画です。

今月の広報紙にエリアマップ（A3版。両面刷り）を挟み込んであります。年次計

画と合わせてご確認ください。
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特集：下水道

平成20年1月現在

市の公共下水道事業実施区域

今回の見直しに

より下水道区域

となったところ

全体計画

供用開始区域

整備を進めている区域

第3期工事区域

（－平成25年）

公
共
下
水
道
区
域
に
組
み
込

み
、
全
体
の
計
画
区
域
面
積
を
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
地
形
条
件
な

ど
を
考
慮
し
、
幹
線
ル
ー
ト
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

▼
処
理
場
整
備
計
画
の
変
更

人
口
減
少
な
ど
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
汚
水

量
の
見
直
し
を
行
い
、
処
理
施
設

の
規
模
を
縮
小
し
ま
し
た
。

認
可
区
域
を
拡
張

公
共
下
水
道
の
中
期
的
な
整
備

計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
国
の
認

可
を
受
け
て
進
め
て
い
ま
す
。
現

行
の
事
業
認
可
区
域
が
平
成
二
十

年
度
で
お
お
む
ね
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
「
第
三
期
事
業
認
可
区
域
」

と
し
て
、
二
十
五
年
度
に
か
け
て

整
備
を
行
う
区
域
を
拡
張
し
ま
し

た
。
3
つ
の
整
備
方
法

市
で
は
、
汚
水
処
理
の
方
法
と

し
て
、
▽
市
街
地
中
心
部
は
「
公

共
下
水
道
」
▽
比
較
的
人
家
の
ま

ば
ら
な
周
辺
部
は
「
合
併
処
理
浄

化
槽
」
▽
農
村
部
の
集
落
は
「
農

業
集
落
排
水
」
の
三
つ
の
方
法
で

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
共
下

水
道
は
市
内
の
下
流
域
か
ら
順
次

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

整
備
工
事
を
終
え
、
汚
水
処
理

が
可
能
と
な
っ
た
市
全
体
の
割
合

（
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
）
は
、
平

成
十
八
年
度
末
現
在
四
七
．
八
％

で
す
。
同
時
期
に
お
け
る
県
平
均

は
八
二
％
で
、
県
内
他
市
町
に
比

べ
、
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

接
続
は
早
め
に

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
利

用
可
能
と
な
っ
た
日
か
ら
一
定
期

間
内
に
自
宅
と
公
共
下
水
道
を
つ

な
ぐ
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

台
所
や
浴
室
、
洗
濯
な
ど
か
ら
出

る
汚
水
は
一
年
以
内
に
排
水
設
備

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
く
み
取
り
式
の
便
所
は
三
年

以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
排
水

管
や
汚
水
ま
す
な
ど
の
排
水
設
備

は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
店
に
直

接
依
頼
し
て
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
下
水
道
に
関

す
る
各
種
費
用
の
算
定
方
法
は
次

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

下
水
道
の
整
備
は
「
名
水
の
ま

ち
」
と
し
て
知
ら
れ
る
大
野
市
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
整
備
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
下
水
道
課
（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
6
5
5
1
）
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特集：下水道

公
共
下
水
道

整
備
－
利
用
ま
で

◇
工
事
着
工
前
◇

下
水
道
整
備
の
対
象
区

域
で
工
事
概
要
な
ど
の

説
明
会
や
、
各
家
庭
に

設
置
す
る
公
共
ま
す
の

位
置
の
確
認
な
ど
の
事

前
調
査
を
行
い
ま
す
。

◇
工
事
着
工
◇

道
路
の
中
に
下
水
道
管

を
、
併
せ
て
各
家
庭
に

公
共
ま
す
を
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

※
工
事
期
間
中
は
、
交
通

渋
滞
な
ど
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
工
事
完
了
後
◇

下
水
道
工
事
が
完
了

し
、
下
水
道
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
と

「
供
用
開
始
」
の
手
続

き
を
行
い
、
利
用
可
能

と
な
り
ま
す
。

※
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

は
、
市
が
指
定
す
る
工

事
店
へ
直
接
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

官民境界

公共ます

取付管

市が設置する
部分

皆さんで設置
する部分

公共下水道汚水管

雨
ど
い

屋根排水

汚水

台所排水汚水

宅内汚水管

宅内雨水管

汚水

浴室床排水
浴槽排水

汚水

公
共
ま
す

雨
ど
い

屋根排水

汚水

洗面台排水

トイレ排水

宅内汚水管

宅内雨水管

側溝公
共
下
水
道
汚
水
管

取
付
管 各種費用の

算定方法

受益者負担金
下水道の整備費の一部を対象区の皆さん

に負担していただくもので、金額は戸数均

等割額と面積割額の合計です。なお、この

金額には公共ます1個の設置費用を含んで

います。

15万円（／戸）＋300円×土地面積（平方ｍ）

＜受益者負担金のモデル例＞

土地面積330．58平方ｍ（約100坪）の場合

15万円＋300円×330．58平方ｍ＝

24万9100円（100円未満切り捨て）

→いつ払うの？

供用開始の翌年度から5年間で（年4

回の20回に分けて）納めていただきます。

まとめて納める場合は割引制度がありま

す。

→誰が払うの？

対象となる区域の土地を所有している

人またはその土地を借りている人です。

排水設備工事
各家庭の生活排水を下水道へ流し込むための改造にかかる

費用です。建物や敷地の状況によって金額が異なりますので、

市が指定する工事店でご相談ください。

下水道使用料
流れてきた汚水を処理するための費用を負担していただく

もので、使用した量に応じて金額が異なります。

→水の量はどう測るの？

地下水と上水道を使用した水量に応じて、下水道の使用

量を計算します。地下水を利用している場合は、新たに計

測器の設置が必要となります。（使用量は2カ月に一度検針）

→料金はいくら？

1カ月の基本料金（1470円）に、使った量に応じた超過

料金が掛かります。計測器を設置する場合は別に使用料が

掛かります。

＜使用料金のモデル例＞

※4人世帯で1人当たりの使用水量8立方ｍ／月で計算

地下水利用で25ミリ計測器の場合

2カ月間で1万605円（計測器の使用料込み）

（4）2008．2広報おおの
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越
前
お
お
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

…
年
度
内
「
認
定
」
目
指
す
…

市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た

め
の
各
種
事
業
な
ど
を
掲
げ
た
「
越

前
お
お
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

意
見
書
提
出
を
受
け

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
市
の
基

本
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見

書
が
、
越
前
お
お
の
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
は
、
▼
基
本
的

な
方
針
▼
立
地
規
制
▼
交
流
人
口

の
拡
大
▼
居
住
環
境
の
向
上
及
び

商
店
街
の
活
性
化
－
な
ど
六
項
目

に
つ
い
て
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
、

各
項
目
と
も
素
案
の
内
容
が
ほ
ぼ

妥
当
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
中
心
市
街
地
に

お
け
る
都
市
機
能
の
集
積
を
図
る

た
め
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地

規
制
に
関
す
る
国
の
規
定
よ
り
厳

し
い
独
自
の
条
例
を
十
二
月
二
十

日
に
施
行
。
具
体
的
に
は
、
用
途

地
域
内
の
工
業
地
域
と
準
工
業
地

域
は
床
面
積
が
五
〇
〇
〇
平
方

ｍ
、
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地

域
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
白
地
地

域
の
う
ち
真
名
川
以
西
の
地
域
は

三
〇
〇
〇
平
方
ｍ
を
超
え
る
集
客

施
設
の
立
地
を
制
限
し
ま
す
。

国
の
財
政
支
援
を
受
け
て
中
心

市
街
地
活
性
化
の
各
種
事
業
を
展

開
す
る
た
め
に
は
、
国
に
よ
る
基

本
計
画
の
認
定
が
必
要
で
す
。
市
で
は

現
在
、
基
本
計
画
に
掲
げ
る

事
業
の
実
効
性
や
目
標
数
値
の
設

定
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
、
内
閣

府
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
議
を
経
て
計
画
が
ま
と
ま
っ

た
時
点
で
、
計
画
案
を
広
く
市
民

に
公
開
し
意
見
募
集
を
行
っ
た
上

で
、
そ
の
意
見
を
反
映
し
た
基
本

計
画
を
策
定
。
国
へ
申
請
し
、
年

度
内
の
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

問
産
業
政
策
課
政
策
推
進
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
9
1
）

黒原会長（左）から意見書の概要説明を
受ける市長（昨年12月17日市役所）

報告会を開催します

中心市街地活性化に関する意識高揚を図るため

報告会を開催します。当市の取り組みの現状と今

後について、国の事業を活用したアドバイザーと

行政、商工会議所、市民代表などが意見交換しま

す。参加無料で、事前申し込みは不要です。ぜひ

ご参加ください。

日時2月23日（土）午後1時30分－

場所有終会館

関
係
団
体
と
の
連
携
な
ど

男
女
共
同
参
画
の
推
進
状
況

市
で
は
、
男
女
が
性
別
に
関
係

な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
関
係
団

体
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

十
二
月
に
は
、
講
演
会
と
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
日
に
開
催
し
た
講
演
会
に
は

市
民
約
百
二
十
人
が
参
加
。
そ
の

企
画
・
運
営
を
行
っ
た
の
が
「
大

野
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
も
と
も

と
「
大
野
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
、
女
性
会
員
が
家
庭
や
社

会
で
の
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
活
動
の

中
で
、
男
女
共
同
参
画
は
老
若
男

女
す
べ
て
の
人
に
か
か
わ
る
問
題

な
の
で
、
男
性
の
視
点
か
ら
も
考

え
て
い
き
た
い
と
会
員
か
ら
希
望

が
あ
り
、
今
年
度
か
ら
名
称
を
変

更
。
現
在
、
男
性
会
員
を
含
め

「
男
女
が
と
も
に
手
と
手
を
携
え

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
」
は
、
市
の
男
女
共
同
参
画
事
業
の

取
り
組
み
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
推

進
本
部
に
意
見
を
提
言
す
る
機
関

と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
委
員
は
、
学
識
経
験
者
や
一

般
市
民
で
構
成
。

十
七
日
の
委
員
会
で
は
、
委
員

十
四
人
に
委
嘱
状
を
交
付
。
委
員

長
に
陽
明
中
学
校
校
長
の
中
出
良

一
氏
を
、
副
委
員
長
に
福
井
大
学

教
授
の
長
谷
川
美
香
氏
を
選
出
し

ま
し
た
。

問
総
務
課
行
政
係
（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1

内
線
2
4
4
）

あなたはこのクイズ分かりますか？

ある日、お父さんと息子が交通事故に遭い

ました。父親は即死、息子は救急病院に運ば

れました。ところが、この救急病院で男の子

をみた外科医が驚いた表情でこう言いました。

「この子は私の実の息子です。私にはこの男

の子の手術はできません」。

さて、この外科医と男の子の関係は？

（答えはP16の編集後記をご覧ください）
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図
書
館
再
オ
ー
プ
ン

新
聞
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
充
実

2月19日（火）午前11時－一般貸し出し

昨
年
六
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
図
書
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
了
し
、
二
月
十
九
日

（
火
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
午
前
十
時
か
ら
の

式
典
に
引
き
続
き
、
十
一
時
か
ら
は
一
般
貸

し
出
し
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

図
書
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
て
の
建
物
と
し
て
昭
和

六
十
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
延
べ

床
面
積
千
五
百
九
十
平
方
ｍ
。
一

階
は
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
と
新
聞
雑
誌

室
が
あ
り
、
二
階
に
は
学
習
室
と

視
聴
覚
室
、
和
室
が
あ
り
ま
す
。

蔵
書
数
が
約
十
四
万
冊
に
増
加

し
、
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
書
庫

の
増
築
工
事
を
昨
年
六
月
に
着
手
。

十
月
か
ら
は
図
書
館
を
臨
時
休
館

と
し
、
閲
覧
室
の
拡
張
工
事
や
外

壁
の
洗
浄
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
工
事
費
は
二
億
七
千
四
百
四

十
八
万
八
千
九
百
円
で
す
。

工
事
の
概
要

今
回
実
施
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
ロ
ビ
ー
・
新
聞
閲

覧
室
増
床

ロ
ビ
ー
と
新
聞
閲

覧
室
合
わ
せ
て
七
〇

平
方
ｍ
増
床
し
ま
し

た
。
ロ
ビ
ー
は
西
側

テ
ラ
ス
部
分
を
拡
張

し
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

や
小
休
憩
所
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。
新

聞
閲
覧
室
に
は
閲
覧

用
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ

ー
ブ
ル
を
設
置
。
東

側
壁
面
に
書
架
を
設
置

し
、
冊
子
な
ど
の
配
置

場
所
を
拡
充
し
ま
し
た
。

▼
書
庫
増
設

図
書
館
東
側
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、

約
十
八
万
冊
が
収
蔵
で
き

る
書
庫
を
増
設
し
ま
し

た
。
▼
一
般
閲
覧
室
改
修

床
を
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
変

更
し
た
ほ
か
、
吹
き
抜
け

天
井
の
照
明
を
取
り
替
え

た
こ
と
で
全
体
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
。

※
本
の
並
び
順
が
変
わ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
館
内
の

案
内
図
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
職
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
資
料
室

郷
土
関
係
資
料
が
閲
覧
で
き
る

郷
土
資
料
室
と
し
て
整
備
し
ま
し

た
。
貸
し
出
し
が
で
き
な
い
資
料

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
屋
上
防
水
・
外
壁
洗
浄

図
書
館
屋
上
を
改
修
し
、
雨
漏

り
の
防
止
策
を
行
っ
た
ほ
か
、
隣

接
す
る
産
業
文
化
展
示
館
、
歴
史

博
物
館
を
含
め
た
外
壁
の
洗
浄
、

タ
イ
ル
の
張
り
替
え
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

問
図
書
館
（
T
E
L
6
5
・
5
5
0
0
）

広
く
な
っ
た
新
聞
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

記念イベントを開催します

リニューアルを記念して、次のイベント

を開催します。（会場はすべて図書館）

2月19日（火）午前10時－記念式典

午前11時－一般貸し出し開始

23日（土）午後2時－おはなし会スペシャル

24日（日）午後2時－記念講演会

3月2日（日）午後2時－子どものひろば

※2月19日－22日の期間中、午前11時と午後2時

に書庫見学会を開催（約30分。団体は要申込）

問図書館（TEL65・5500）

エレベーターを完備した書庫
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地域アート創造事業

「
交
流
」
か
ら
生
ま
れ
る
芸
術
文
化

　

芸
術
文
化
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
交
流

か
ら
生
ま
れ
る
価
値
観
の
創
造
、
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
、
市
で
は
「
地
域
ア
ー

ト
創
造
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
八
日
か
ら
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学

の
学
生
十
人
が
当
市
で
合
宿
を
実
施
し
ま

す
。
期
間
中
に
は
市
民
と
の
交
流
を
企

画
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
芸
術
を

体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
写
真
右
）
ゼ
ミ
合
宿
を
行
っ
た
名
古
屋
芸
術
大
学
の

学
生
が
実
施
し
た
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
の
様
子
。
下
は

創
作
活
動
に
取
り
組
む
学
生
に
話
を
聞
く
児
童
（
と
も

に
昨
年
八
月
二
十
三
日
学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
）

2
本
柱
で
展
開

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
ま
で
実

施
し
て
い
た
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
で
招
へ
い

し
た
作
家
と
の
交
流
を
生
か
し
た

「
作
家
交
流
事
業
」
と
、
都
市
に

住
む
学
生
と
地
域
と
の
交
流
を
目

的
に
一
定
期
間
、
大
野
に
滞
在
し

て
も
ら
う
「
都
市
間
交
流
事
業
」

の
二
本
柱
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
民
団
体
で
あ
る
「
W
A
O
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
に
委
託
し
て

実
施
。

　

作
家
交
流
事
業
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
招
へ
い
し
た
作
家

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
十
五

個
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
製
作
。

お
お
の
城
ま
つ
り
四
十
回
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
行
列
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
総
合

文
化
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
、

平
成
大
野
屋
平
蔵
な
ど
三
会

場
で
、
作
家
九
人
の
作
品
を

展
示
。
多
く
の
市
民
に
芸
術

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

都
市
間
交
流
事
業
で
は
、

名
古
屋
芸
術
大
学
の
学
生
五
人
が

昨
年
八
月
、
市
内
で
ゼ
ミ
合
宿
を

実
施
し
ま
し
た
。
滞
在
期
間
中
、

会
場
を
訪
れ
た
小
学
生
を
対
象
に

吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
を
実
施
。
子
ど

も
た
ち
は
、
普
段
な
か
な
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
芸
術
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
連
携
に
期
待

　

こ
の
都
市
間
交
流
で
は
学
校
と

地
域
と
の
か
か
わ
り
や
新
た
な
連

携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
は
合
宿
期

間
中
、
自
分
だ
け
の
家
を
つ
く
っ

て
、
自
分
の
好
き
な
場
所
へ
旅
に

出
る
「
ゆ
き
ん
こ
ツ
ア
ー
」
を
学

び
の
里
「
め
い
り
ん
」
で
実
施
。

活
動
内
容
は
、
二
月
十
三
日
か
ら

十
七
日
ま
で
平
成
大
野
屋
平
蔵
で

展
示
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
実
行
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
h
t
t
p
:
/
/
a
r
t
w
a
v
e
.
i
n
f
o
/

問
教
育
委
員
会
文
化
課
（
T
E
L
6
6

・
5
4
1
0
）

ちょうちんを手に歩く実行委員会メンバーら
（昨年8月15日七間通り）
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2月12日（火）3月17日（月）

市
・
県
民
税

所
得
税

申
告

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
と
受
け
付
け
を
二
月
十
二
日

（
火
）
か
ら
三
月
十
七
日
（
月
）
ま
で
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
平
成
十
九
年
の
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
、

二
十
年
度
の
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。
申
告
書
の
提
出
期
限
は
三
月
十
七

日
（
月
）
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
申
告
会
場
で
は
、
市
・
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。

市
・
県
民
税

申
告
が
必
要
な
人

1
平
成
二
十
年
一
月
一
日
現
在
で

大
野
市
に
住
所
が
あ
り
、
十
九

年
中
（
一
月
一
日
－
十
二
月

三
十
一
日
）
に
営
業
・
農
業
・

不
動
産
・
一
時
・
配
当
・
利
子
・

雑
・
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人

2
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
ほ
か

に
1
に
該
当
す
る
所
得
が
あ
っ
た
人

（
給
与
以
外
の
所
得
が

二
十
万
円
以
下
の
場
合
、
確
定

申
告
は
不
要
で
す
が
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

3
所
得
が
あ
る
人
で
、
医
療
費
控

除
や
雑
損
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

4
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
公
的

年
金
収
入
だ
け
で
次
に
該
当
す

る
人

▼
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
所
得
の

各
種
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

▼
前
年
末
に
社
会
保
険
庁
や

共
済
組
合
な
ど
に
現
況
届
で
申

告
し
た
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

養
親
族
に
変
更
が
あ
る
人

※
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
届
い

た
場
合
は
、
所
得
が
な
か
っ
た

人
も
そ
の
旨
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

1
印
鑑
（
認
印
）

2
所
得
の
証
明
と
な
る
資
料
（
源
泉
徴
収
票
、

申告相談と受け付けの日程
※受付時間は午前9時－午後4時。ただし正午－午後1時は除く。

市役所談話室では2月12日（火）から、和泉支所では翌13日

（水）から申告相談を受け付けます（土、日、祝日を除き3月

17日（月）まで毎日。ただし3月16日（日）は受け付けを実施）。

そのほかの会場は次のとおりです。

期日 会場

2月
18日（月）－26日（火） JAテラル越前本所（農業所得確定申告のみ）
27日（水）－29日（金） 下庄公民館

3月

3日（月） 富田公民館

4日（火）

庄林会館（午前中のみ）

南六呂師集落センター（午後のみ）

五箇公民館（午後のみ）

5日（水）
乾側公民館（午前中のみ）

小山公民館（午後のみ）
6日（木）、7日（金） 上庄公民館

10日（月）
蕨生集落センター（午前中のみ）

木本集落センター（午後のみ）

11日（火） 阪谷公民館

問税務課市民税係（TEL66・1111内線423）

ご注意ください！

住宅ローン控除
所得税の税制改正に伴い、住宅借

入金等特別税額控除（住宅ローン控

除）として控除できる額が減る場合

があります。所得税で引ききれない

分を市・県民税で控除しようとする

場合、毎年申告が必要です。

所得税の確定申告を行う人は申告

する際に合わせて申告してくださ

い。給与所得のみで年末調整を行っ

た人は、「源泉徴収票の源泉徴収税

額がゼロ円かつ摘要欄の住宅借入金

等特別控除可能額に金額が記載され

ている」ことを確認し、印鑑と源泉

徴収票（必ず原本）を持参して申告会

場で手続きを行ってください。
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給
与
明
細
書
、
収

支
内
訳
書
、
帳
簿
、
領
収
書
な

ど
）

3
国
民
年
金
の
納
付
証
明
書
、
社

会
保
険
料
の
領
収
書
な
ど

4
生
命
保
険
（
個
人
年
金
保
険
を

含
む
）
と
地
震
保
険
の
控
除
証

明
書

5
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
な
ど
が

障
害
者
の
場
合
は
障
害
者
手
帳

6
配
偶
者
特
別
控
除
に
該
当
す
る

場
合
は
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か

る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

※
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
は
、
平

成
十
九
年
中
の
も
の
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い

申
告
の
必
要
が
な
い
人

1
平
成
十
九
年
中
の
所
得
に
つ
い
て

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

2
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤

務
先
で
年
末
調
整
を
し
、
勤
務

先
か
ら
市
役
所
へ
「
給
与
支
払

報
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
人

問
税
務
課
市
民
税
係
（
T
E
L
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

所
得
税

所
得
税
の
申
告
相
談
と
受
け
付

け
は
、
二
月
十
八
日
（
月
）
か
ら
行
い

ま
す
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、

所
得
税
が
三
月
十
七
日
（
月
）
、
消
費

税
・
地
方
消
費
税
は
三
月
三
十
一

日
（
月
）
で
す
。
期
限
内
に
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に

確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
の
申
告
や
納
税
、
申

請
、
届
け
出
な
ど
が
行
え
る
の

が
e
‐
T
a
x
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
作
成
し
た
確
定
申
告
書
を
そ

の
ま
ま
税
務
署
に
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
e
‐

T
a
x
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/

e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
t
a
x
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/

問
大
野
税
務
署
（
T
E
L
6
6
・

2
1
8
0
）

定例
市議会

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
大
使
委
嘱
経
費
な
ど

一
般
会
計
に
1
億
8
千
万
円
余
追
加

第
三
百
五
十
三
回
定
例
市
議
会

が
、
平
成
十
九
年
十
二
月
三
日
か

ら
十
九
日
に
か
け
て
開
か
れ
ま
し

た
。九
月
議
会
か
ら
継
続
審
査
に

な
っ
て
い
た
「
平
成
十
八
年
度
大

野
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
」
な
ど
決
算
認
定
議
案
二
件
を

認
定
。
「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

な
ど
二
十
三
議
案
を
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
で
は
歳
入
・
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
一
億
八
千
二
百
四
十
八
万

七
千
円
を
追
加
。
補
正
後
の
総

額
は
百
五
十
六
億
二
千
二
百
九
十

六
万
三
千
円
、
前
年
同
期
比
で
二

．
九
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
▼
精
算
等
に
伴
う

国
県
補
助
負
担
金
返
還
金
に
一
億

一
千
六
百
万
円
、
▼
越
前
お
お
の

ブ
ラ
ン
ド
大
使
（
仮
称
）
委
嘱
に
伴

う
経
費
に
七
十
六
万
二
千
円
、
▼

民
間
除
雪
機
械
借
り
上
げ
等
に
か

か
る
除
雪
経
費
に
六
千
五
百
七
十

万
円
、
▼
愛
知
県
岩
倉
市
消
防
本

部
か
ら
の
救
助
工
作
車
譲
渡
に
伴

う
経
費
に
九
十
一
万
六
千
円
－
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
特
別
会
計
で
は
歳
入

・
歳
出
に
四
億
七
百
四
十
八
万
六

千
円
を
追
加
。
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
は
三
百
億
七
千
七
十
一
万

円
、
前
年
同
期
比
で
三
．
六
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
清
水
美

那
子
氏
（
明
倫
町
）
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

第354回臨時市議会

第354回臨時市議会が1月15日

に開かれました。原油価格の高騰

を受け、低所得者に灯油購入費を

助成するための暖房用灯油購入費

助成事業など「一般会計補正予算

案」を審議。原案どおり可決しま

した。

12月補正一般会計の主な事業

◆総務費

・国県補助負担金返還金…1億1600万円

◆農林水産業費

・いきいき女性・熟年農業者

活動支援事業補助…226万6000円

・越前おおのブランドセールス事業

…76万2000円

・林産物処理加工施設整備事業補助

…108万9000円

◆商工費

・ふるさと自然公園等管理運営経費

…110万円

◆土木費

・除雪経費…6570万円

◆消防費

・消防自動車等整備事業…91万6000円

2008．2広報おおの（9）


	page1
	20080201_002.pdf
	page1

	20080201_003.pdf
	page1

	20080201_004.pdf
	page1

	20080201_005.pdf
	page1

	20080201_006.pdf
	page1

	20080201_007.pdf
	page1

	20080201_008.pdf
	page1

	20080201_009.pdf
	page1




